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1. 2024年3月期第3四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 12,363 9.7 1,237 40.5 1,281 39.1 896 26.4

2023年3月期第3四半期 11,269 △4.4 880 △36.1 921 △35.1 709 △26.3

（注）包括利益 2024年3月期第3四半期　　1,393百万円 （142.2％） 2023年3月期第3四半期　　575百万円 （△40.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第3四半期 45.49 ―

2023年3月期第3四半期 35.79 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 27,283 21,156 77.5

2023年3月期 26,717 20,085 75.2

（参考）自己資本 2024年3月期第3四半期 21,156百万円 2023年3月期 20,085百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― ― ― 18.00 18.00

2024年3月期 ― ― ―

2024年3月期（予想） 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,700 7.0 1,700 3.1 1,780 2.7 1,300 6.7 65.62

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期3Q 19,880,620 株 2023年3月期 19,880,620 株

② 期末自己株式数 2024年3月期3Q 143,503 株 2023年3月期 181,906 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期3Q 19,717,920 株 2023年3月期3Q 19,832,514 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等はさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料の３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情
報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

四半期決算補足説明資料は同日に当社ホームページに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2023年４月１日～12月31日）におけるわが国経済は、底堅い雇用・所得

環境が改善する中で緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、世界的な金融引締めに伴う海外景

気の下振れや物価上昇等により先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような環境のもと、当社グループは中期経営計画の２年目を迎え、製品開発を含む市場別重点施

策を進めるとともに、経営基盤の強化に向けた積極的な投資を着実に実行しております。

当第３四半期連結累計期間におきましては、国内では、半導体関連を中心とした旺盛な設備投資需要

の獲得等に注力しました。海外では、主要市場である中国・韓国・台湾での拡販に加え、東南アジアで

のハック社との連携による販売強化、国家認証取得の加速化等に継続的に取り組みました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、部材調達難は一部継続しているものの生産活動の

回復が進んだことで、売上高は12,363百万円（前年同期比9.7％増）となりました。利益につきまして

は、増収に加え、販売価格の一部改定や製造原価低減の取り組みにより売上原価率が改善したことで、

営業利益は1,237百万円（前年同期比40.5％増）、経常利益は1,281百万円（前年同期比39.1％増）、親

会社株主に帰属する四半期純利益は896百万円（前年同期比26.4％増）となりました。

セグメント別の状況は、次のとおりであります。

＜計測機器事業＞

環境・プロセス分析機器分野では、国内においては、半導体関連の旺盛な設備投資需要やごみ焼却設

備等公共インフラの活発な更新需要を取り込んだことで大幅増収となりました。一方海外では、特に注

力している東南アジアやインドでの販売が好調に推移したものの、中国において経済の回復に遅れがみ

られ、環境水質計案件が大幅に減少したことから減収となりました。これらの結果、当分野の売上高は

前年同期比18.4％の増加となりました。

科学分析機器分野では、堅調な販売により、売上高は前年同期比12.4％の増加となりました。

医療関連機器分野では、新機種の販売を前に、従来機種のOEM在庫調整があったことで、売上高は前

年同期比14.5％の減少となりました。

産業用ガス検知警報器分野では、国内販売は増加したものの、海外販売が低調に推移し、売上高は前

年同期比6.2％の減少となりました。

電極・標準液、保守・修理及び部品・その他のアフタービジネス分野につきましては、設備稼働維持

のための保守点検が計画通り実施され、また価格改定の浸透が進んだことにより、売上高は前年同期比

8.1％の増加となりました。

以上の結果、当事業の売上高は12,180百万円（前年同期比9.9％増）、セグメント利益は1,873百万円

（前年同期比28.4％増）となりました。

＜不動産賃貸事業＞

東京都新宿区の本社に隣接の賃貸ビル１棟ほかを所有し、不動産賃貸事業を行っております。当事業

の売上高は182百万円、セグメント利益は103百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ566百万円増加の27,283百万

円となりました。これは、建設仮勘定が1,845百万円、棚卸資産が965百万円、投資有価証券が678

百万円、電子記録債権が371百万円それぞれ増加し、現金及び預金が2,704百万円、受取手形、売掛

金及び契約資産が608百万円、繰延税金資産が135百万円それぞれ減少したことなどによります。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ504百万円減少の6,126百万

円となりました。これは、短期借入金が198百万円増加し、支払手形及び買掛金が313百万円、賞与

引当金が248百万円、未払法人税等が227百万円それぞれ減少したことなどによります。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,070百万円増加の21,156

百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年３月期業績見通しにつきましては、一部の部材を除き調達難の改善により、当第３四半期連結

累計期間の業績は概ね計画通りに推移しており、2023年４月28日に公表した業績予想に変更はありませ

ん。

　なお、業績予想に修正の必要が生じた場合は速やかに開示させていただきます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,802 4,098

受取手形、売掛金及び契約資産 5,100 4,491

電子記録債権 2,059 2,431

商品及び製品 1,457 1,704

原材料 1,499 1,655

仕掛品 1,626 2,189

その他 266 380

流動資産合計 18,813 16,951

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,171 2,115

機械装置及び運搬具（純額） 73 85

工具、器具及び備品（純額） 250 263

土地 1,798 1,798

リース資産（純額） 111 110

建設仮勘定 168 2,014

有形固定資産合計 4,574 6,388

無形固定資産

ソフトウエア 211 238

ソフトウエア仮勘定 - 48

その他 18 14

無形固定資産合計 229 301

投資その他の資産

投資有価証券 2,393 3,071

退職給付に係る資産 37 32

繰延税金資産 328 193

その他 340 344

投資その他の資産合計 3,100 3,642

固定資産合計 7,904 10,332

資産合計 26,717 27,283
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,357 1,043

電子記録債務 603 506

短期借入金 258 457

リース債務 50 46

未払金 257 233

未払法人税等 331 104

未払消費税等 24 50

賞与引当金 328 80

役員賞与引当金 38 -

製品点検費用引当金 80 80

その他 237 475

流動負債合計 3,568 3,077

固定負債

長期借入金 33 7

リース債務 82 82

長期未払金 66 121

長期預り保証金 365 365

役員退職慰労引当金 53 -

退職給付に係る負債 2,337 2,295

資産除去債務 124 125

繰延税金負債 - 51

固定負債合計 3,063 3,049

負債合計 6,631 6,126

純資産の部

株主資本

資本金 1,842 1,842

資本剰余金 1,297 1,305

利益剰余金 15,829 16,371

自己株式 △116 △91

株主資本合計 18,853 19,427

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,321 1,801

退職給付に係る調整累計額 △89 △72

その他の包括利益累計額合計 1,232 1,728

純資産合計 20,085 21,156

負債純資産合計 26,717 27,283
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

売上高 11,269 12,363

売上原価 7,189 7,735

売上総利益 4,080 4,627

販売費及び一般管理費

給料及び手当 1,630 1,723

賞与引当金繰入額 35 37

退職給付費用 99 116

役員退職慰労引当金繰入額 3 1

減価償却費 67 72

研究開発費 322 290

その他 1,041 1,148

販売費及び一般管理費合計 3,200 3,390

営業利益 880 1,237

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 29 35

持分法による投資利益 10 7

その他 20 17

営業外収益合計 60 60

営業外費用

支払利息 4 4

債権売却損 0 0

為替差損 15 11

その他 0 0

営業外費用合計 19 15

経常利益 921 1,281

特別利益

固定資産売却益 - 0

投資有価証券売却益 74 -

特別利益合計 74 0

特別損失

固定資産除却損 1 10

リース解約損 0 -

特別損失合計 2 10

税金等調整前四半期純利益 993 1,272

法人税等 284 375

四半期純利益 709 896

親会社株主に帰属する四半期純利益 709 896
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年12月31日)

四半期純利益 709 896

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △146 479

退職給付に係る調整額 12 16

その他の包括利益合計 △134 496

四半期包括利益 575 1,393

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 575 1,393
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

計測機器事業 不動産賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 11,087 182 11,269 11,269

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － －

計 11,087 182 11,269 11,269

セグメント利益 1,458 108 1,567 1,567

当第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日　至 2023年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
合計

計測機器事業 不動産賃貸事業 計

売上高

外部顧客への売上高 12,180 182 12,363 12,363

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － － － －

計 12,180 182 12,363 12,363

セグメント利益 1,873 103 1,976 1,976

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

利益 前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

報告セグメント計 1,567 1,976

全社費用(注) △686 △739

四半期連結損益計算書の営業利益 880 1,237

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　


